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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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大 野  真 司
岡 田  真 歩
坂 野  志
岡 田  真 季

　平安時代の中頃、武勇の誉れ高い信濃の守・中納言平維茂（たいらのこれもち）は、「信州・戸隠山に棲み、世の中に災いを及ぼし
ている『鬼女』を退治せよ」との勅命を受けます。
　維茂主従は、戸隠の険しい道を登りますが季節は秋、艶やかに色づいた紅葉は陽を受けて燃えさかる炎のように美しい景色の中
で、姫に化身した鬼女が「紅葉狩の宴（うたげ）」を開いていました。主従は誘われるまま宴の客となり、酔い伏してしまいます。
　麗しき姫は、正体を現し取り食らおうとしますが、その時維茂が日頃より信心する八幡大菩薩の使神竹内ノ神が現れ鬼女を追い
払い『神剣』を授けます。正気を取り戻した主従は、鬼女との戦いに挑み、退治するという物語です。

第二幕『紅葉狩』（もみじがり）
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　越後の国・上路（あげろ）の山に、山賊退治という勅命を受けた源頼光と渡辺綱（わたなべのつな）は迷い込みます。山中のただ
一つの灯を見つけ、一夜の宿を願います。しかしこの家に暮らす母と子は、都を追われ世を呪い、人々を恨み、上路の山の山賊とな
って悪行を重ねる山姥とその子・怪童丸（かいどうまる）でした。
　山姥と怪童丸は、武勇の誉れ高き頼光と知らず悪事を企みますが、戦いに敗れ、山姥は怪童丸を見捨てて逃げます。しかし、す
ぐ立ち戻り我が身の上を明かし、母の一命に替えて怪童丸の命乞いをします。頼光はこの母子の運命を不憫（ふびん）に思い命を
助け、怪童丸を家来として都へ連れ帰るという物語です。怪童丸は、後に坂田金時（さかたのきんとき）と名乗り、頼光の四天王の
一人となります。

第一幕『山姥』（やまうば）

今田神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　今田神楽団は広島県山県郡北広島町今田地区に現存する、今田八幡神社及び後有田新宮神社に神楽を奉納するため、明
治中期より結成し、活動が始まったと言われています。
　現在、10代から50代までの団員15名で構成し、伝統の舞を大切に継承するとともに、新しい舞を創造し、楽しくそして厳し
く、年間を通じて練習に励んでいます。年間およそ20回程度、イベントや秋祭り等で上演にお客様に大変ご好評をいただい
ております。

いまだかぐらだん


